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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キーボード、ビデオ、マウス（ＫＶＭ）信号管理システムにおいて複数のビデオ信号を
スイッチングする方法であって、該方法は、
　複数のコモンモード信号を該キーボード、ビデオ、マウス（ＫＶＭ）信号管理システム
に入力することであって、各コモンモード信号は、コモンモード電圧を有し、各コモンモ
ード電圧は、該複数のビデオ信号のうちの１つに対応する、ことと、
　該複数のビデオ信号を差動的に符号化することであって、該複数のビデオ信号は、それ
ぞれのコモンモード電圧を中心とする電圧を有する、ことと、
　該差動的に符号化された複数のビデオ信号を複数の対応するディファレンシャルビデオ
チャネルに入力することであって、各ディファレンシャルビデオチャネルは、対応するデ
ィファレンシャルワイヤペアを有する、ことと、
　該複数のディファレンシャルビデオチャネルのそれぞれにダイオードのペアを組み込む
ことであって、該ダイオードのペアの一方のダイオードは、該対応するディファレンシャ
ルワイヤペアの一方のワイヤに直列に接続されており、該ダイオードのペアの他方のダイ
オードは、該対応するディファレンシャルワイヤペアの他方のワイヤに直列に接続されて
おり、該ダイオードのペアのそれぞれは、該複数のディファレンシャルビデオチャネルの
間でスイッチングすることを目的として、該コモンモード電圧を増加または減少させるこ
とによって、順方向にバイアスされ、または、逆方向にバイアスされることにより、該複
数のディファレンシャルビデオチャネルのそれぞれを有効または無効にする、ことと、
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　該複数のディファレンシャルビデオチャネルの中の選択ディファレンシャルビデオチャ
ネルからビデオ信号を選択することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記差動的に符号化された複数のビデオ信号を差動的に駆動することにより、それぞれ
のコモンモード電圧の除去を可能にし、その結果、
　（ｉ）該差動的に符号化された複数のビデオ信号のそれぞれによって生成される交流は
、実質的に正味ゼロであり、
　（ｉｉ）該差動的に符号化された複数のビデオ信号に関連付けられた符号化された同期
信号によって生成される交流は、実質的に正味ゼロである、ことと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記符号化されたビデオ同期信号を表わす前記コモンモード電圧は、アナログディファ
レンシャル増幅器を介して除去される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　複数のサーバからＲＧＢビデオ信号を受信する複数のインターフェイスポートを提供す
ることであって、該複数のインターフェイスポートのそれぞれは、ディファレンシャルビ
デオチャネルを含む、ことと、
　各々のディファレンシャルビデオチャネルに対して前記スイッチングダイオードのペア
を提供することであって、該ペアの一方のダイオードは、該ディファレンシャルビデオチ
ャネルの半分に直列に接続されており、該ペアの他方のダイオードは、該ディファレンシ
ャルビデオチャネルの残りの半分に直列に接続されている、ことと、
　異なるビデオチャネルを共通のディファレンシャルチャネルに多重化することと、
　各々のディファレンシャルチャネルに対するそれぞれのコモンモード信号の前後で、Ｒ
、Ｇ、Ｂビデオ信号を符号化することと、
　Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号とそれぞれのコモンモード信号とを差動的に駆動することであっ
て、該コモンモード信号は、ビデオ同期信号Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃの関数をそれぞれ表
す、ことと、
　それぞれの個々のディファレンシャルチャネルのコモンモード電圧を変化させ、かつ、
該スイッチングダイオードを順方向にバイアスするか、または、逆方向にバイアスするこ
とにより、それぞれのディファレンシャルチャネルを有効、または、無効にすることによ
って、個々のディファレンシャルビデオチャネルをスイッチングすることと、
　該ビデオ信号からコモンモード信号を除去し、元のビデオ同期信号を抽出するように、
該Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を受信する終端において、コモンモードおよびディファレンシャ
ルモードの終端処理の両方を提供することと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　拡張されたケーブル配線において前記Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を駆動することと、
　該拡張されたケーブル配線における該Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号により被る伝送損失に対し
て訂正周波数補正を提供することと、
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　複数のサーバからＲ、Ｇ、Ｂビデオ信号を受信する複数のインターフェイスポートを提
供することと、
　該複数のサーバインターフェイスポートのそれぞれにおいて、前記複数のディファレン
シャルビデオチャネルのそれぞれにスイッチングダイオードのペアを提供することと、
　複数のディファレンシャルビデオチャネルを共通のディファレンシャルチャネルに多重
化することと、
　該複数のディファレンシャルチャネルのそれぞれに対するそれぞれのコモンモード信号
の前後で、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を符号化することと、
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　Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号とそれぞれのコモンモード信号とを差動的に駆動することであっ
て、該コモンモード信号は、ビデオ同期信号Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃの関数をそれぞれ表
す、ことと、
　それぞれのチャネルのコモンモード電圧を変化させることによって、ディファレンシャ
ルチャネルをスイッチングすることと、
　受信する終端において、コモンモードおよびディファレンシャルモードの終端処理の両
方を受信することと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記スイッチングするステップは、
　前記スイッチングダイオードを順方向にバイアスするか、または、逆方向にバイアスす
ることにより、それぞれ個々のディファレンシャルビデオチャネルを有効、または、無効
にすることをさらに包含する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ビデオ信号からコモンモード信号を除去するように、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を提供
することと、
　元のビデオ同期信号を抽出することと
　をさらに包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　複数のコモンモード信号を出力する複数のサーバブレードを受信する複数のサーバブレ
ードバックプレーンスロットであって、該複数のコモンモード信号のそれぞれは、複数の
ビデオ信号のうちの１つに対応するコモンモード電圧を有し、該複数のサーバブレードバ
ックプレーンスロットは、それぞれのコモンモード電圧を中心とする電圧を有する差動的
に符号化された複数の対応するビデオ信号を出力する、複数のサーバブレードバックプレ
ーンスロットと、
　該複数のサーバブレードバックプレーンスロットにおける該複数のサーバブレードが、
共通に接続し、通信するバックプレーンであって、該複数のサーバブレードのそれぞれに
対するダイオードのペアを含み、各々のダイオードのペアは、ディファレンシャルワイヤ
ペアに直列に接続されており、該ダイオードのペアの一方のダイオードは、該ディファレ
ンシャルワイヤペアの一方のワイヤに直列に接続されており、該ダイオードのペアの他方
のダイオードは、該ディファレンシャルワイヤペアの他方のワイヤに直列に接続されてお
り、該ダイオードのペアのそれぞれは、該差動的に符号化された複数のビデオ信号に対応
する該複数のディファレンシャルワイヤペアの間でスイッチングを制御することを目的と
して、該コモンモード電圧を増加または減少させることによって、順方向バイアスされ、
または、逆方向にバイアスされることにより、該複数のディファレンシャルワイヤペアの
それぞれを有効または無効にする、バックプレーンと、
　該バックプレーンと通信する少なくとも１つの受信器であって、該ダイオードによって
スイッチングされた該差動的に符号化された複数のビデオ信号を受信する少なくとも１つ
の受信器と
　を備えた、ビデオ信号スイッチ。
【請求項１０】
　前記受信器は、該バックプレーンに物理的に接続されている、請求項９に記載のスイッ
チ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（先行仮出願への優先権）
　優先権は、２００１年３月２９日に出願された、係属中の、シリアルナンバー第６０／
２７９，４６１号の仮出願に対して主張される。
【０００２】
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　本発明は、リモートコンピュータシステムにおけるユーザ機能と管理機能とを接続し、
実行する方法に関する。より具体的には、本発明は、受動ビデオ多重化拡張システムと、
それらのリモートコンピュータへのユーザおよびアドミニストレータによるアクセスに基
づくネットワークのための手法とに関する。
【背景技術】
【０００３】
　典型的なコンピュータネットワークには、多くのクライアントコンピュータが存在し、
いくつかのネットワークサーバリソースへのコミュニケーションリンクを介して接続され
ている。これらのリソースは、例えば、ファイルサーバ、プリントサーバ、モデムサーバ
、および、ＣＤ　ＲＯＭサーバを含む。各サーバは、通常、独自のキーボード、ビデオ、
および、マウスモニター（ＫＶＭ）を有するスタンドアローンコンピュータである。各ク
ライアントコンピュータは、それぞれのコミュニケーションリンクを介して、サーバコン
ピュータによって提供される機能を利用する。
【０００４】
　いくつかのコンピュータアプリケーションでは、一人以上のユーザを、１つ以上のコン
ピュータに接続することが望ましい。ユーザとコンピュータが異なる位置にあるときにも
、時には、一人以上のユーザを、１つ以上のコンピュータに接続することが望ましい。例
えば、ユーザは、ＫＶＭスイッチのような周辺スイッチを介して、離れた場所に位置する
いくつかのコンピュータから、情報にアクセスすることをますます望むようになった。そ
うした場合、ユーザは、ある１つの位置にいたままにして、周辺スイッチを用いて、いく
つかのコンピュータの１つと、選択的に接続することができる。また、周辺スイッチを利
用して、幾人かのユーザを、複数のリモートコンピュータと選択的に接続することも可能
である。
【０００５】
　リモートコンピュータによって生成されるビデオ信号は、定期的に、ＫＶＭ（キーボー
ド、マウス、ビデオ）拡張装置を介して、リモートユーザへ送信される。１つのアプロー
チでは、リモートコンピュータ／サーバとリモートユーザ位置との間に伸びるワイヤの数
を最小化するために、水平同期信号および垂直同期信号とモード信号とは、アナログビデ
オ信号に符号化される。
【０００６】
　他のアプローチでは、専用コミュニケーションチャネルが、周辺スイッチに接続するた
めの手段として機能するように、リモートサイトから提供される。専用コミュニケーショ
ンチャネルは、制御および状態機能のために、ローカル周辺機器として、同じプロプライ
アティ（ｐｒｏｐｒｉｅｔｙ）プロトコル言語を利用し得る。セキュリティ特性もまた、
リモートサイトから制御されてもよい。さらに別のアプローチでは、リモート周辺接続を
提供する方法は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）を利用する。
【０００７】
　ＫＶＭスイッチおよび拡張機器は、公知のデバイスであり、産業上利用可能である。こ
れらＫＶＭスイッチの例は、Ａｌａｂａｍａ州ＨｕｎｔｓｖｉｌｌｅのＡｖｏｃｅｎｔ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって、Ａｕｔｏｖｉｅｗ系製品およびＸＰ系製品として市販
されている。Ａｖｏｃｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎはまた、ＯｕｔｌｏｏｋおよびＶ
ｉｅｗＰｏｉｎｔの名の下に、ＫＶＭスイッチも販売している。ＫＶＭスイッチ１２は、
図１の実施形態において、多くの機能を提供する。まず、サーバ１３がブートアップされ
ると、ＫＶＭスイッチ１２は、キーボード、ビデオ、および、マウス開始コマンドをエミ
ュレートし、その結果、各サーバ１３は、単一のキーボード、ビデオ、および、マウスワ
ークステーションが実際に接続されていると信じる。ＫＶＭスイッチは、例えば、キーボ
ード／マウスに対してＳｕｎおよびＰＳ２など、ビデオに対してＶＧＡ、ＳＶＧＡなどの
ような様々なＫＶＭ規格の任意のナンバーのいずれかに合わせて、キーボード、ビデオ、
および、マウス開始コマンドをエミュレートするようにプログラムされている。さらに、
ＫＶＭスイッチ１２は、ワークステーションの要求（例えば、マウスのタイプ、モニタの



(5) JP 4318922 B2 2009.8.26

10

20

30

40

50

タイプ、キーボードのタイプ）をポーリングし、サーバ１３と通信するために、その他の
不整合なキーボード、ビデオ、およびマウスデバイスに対して必要となるデータのやり取
りを提供する。
【０００８】
　膨大な数のコンピュータの導入に伴い、ネットワークオペレータが何千ものコンピュー
タにアクセスするための必要性は、緊急のものとなった。もちろん、少数のワークステー
ションに結合されるべきコンピュータの数の増加に適応するために、ＫＶＭスイッチは、
スイッチの数の増加によって、規模拡張し得る。しかし、規模拡張されたＫＶＭスイッチ
の数は、大きなサーバエリアにおいてでさえも、空間の問題を考慮することになる。
【０００９】
　さらに図１を参照して、例示的なＫＶＭスイッチシステムは図１に示され、一般に、１
０に示される。複数のサーバ１３は、１２に示されるＫＶＭスイッチに接続される。１１
のユーザは、ＫＶＭスイッチ１２を介して、各サーバ１３を制御することができる。スイ
ッチングシステム１０によって使用されるサーバおよび通信プロトコルの操作は、周知で
あり、従って、明確にするためにここで繰り返さない。多くの異なるプロトコルが、サー
バ１３がスイッチングシステム１０と通信するために利用され得、多くのプロトコルが、
将来的に、ネットワーク上のデータトラベルの効率と、サーバ１３による網羅性との効率
を増加させるために開発されることが理解される。本発明は、任意の特定のプロトコルに
限定されない。
【００１０】
　図２～５は、かさばったケーブル配線を排除するための様々な従来のアプローチを示す
。具体的には、図２は、ＫＶＭスイッチ環境におけるラックレベルのサーバアクセスを示
す。図３は、ラックタイプ環境においてかさばった面倒なケーブル配線を排除する、３０
に示されるようなアプローチを示す。ここで、ＫＶＭスイッチデイジーチェーンのアプロ
ーチを示す。このアプローチは、例えば、数字３３によって識別されるような、内部ＰＣ
Ｉスイッチングカードが挿入される複数のラックを含む。各ＰＣＩスイッチングカードは
、それぞれのラック３３の内部に位置する。各ＰＣＩカードは、さらに、リモートユーザ
３１へ、ＣＡＴ５ケーブルによるデイジーチェーン方式で、相互接続される。各ラック３
３は、サーバを含む。図３に示される構成は、最長１１０メートルまで可能であると判断
される。また、システム３０は、ラック３３に配置される各サーバに対する単一のＰＣＩ
スロットを占有するので、ラック内の１つのサーバに関する障害が、システム上のいくら
か、もしくは、全てのサーバへのアクセスを無効にする。さらに、システム３０は、一人
のオペレータが一度に全てのサーバに到達できるようにし、企業の広範なソリューション
に対する拡張のさらなる制限となる。
【００１１】
　図５（図４の一部分を引き伸ばしたものである）に関連して、ケーブルのかたまりを排
除する別の方法が示される。しかし、図４および５に示されるシステムは、特定のマシン
とともに作動する。図に示されるプロプライアティ（ｐｒｏｐｒｉｅｔｙ）ケーブルは、
特定の長さになる。従って、ケーブルは、ラック内の任意のコンピュータにサービスを提
供するように構成されなくてはならない。従来のアプローチによると、任意の信号障害は
、いくらか、または、全てのネットワークサービスへのアクセスを無効にする。さらに、
このアプローチは、一度に１人のオペレータのみが、ネットワークサービスへ到達するよ
うに、助長される。
【００１２】
　従来のシステムにおいて利用される受動拡張スキームは、キーボード（Ｋ）およびマウ
ス（Ｍ）情報との関連で、約２０ｆｔの距離を越えると、作用し得ない。この距離を越え
ると、ＫおよびＭ信号のためのワイヤ拡張は、ケーブル容量によって引き起こされる不十
分な信号上昇時間のために、問題となる。さらに、各ワイヤ接続が必要とされる接続毎に
提供される場合、受動ケーブル配線システムは、かさばる。
【００１３】
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　システムアドミニストレータが中央位置からネットワークを操作するために、専用コミ
ュニケーションリンクを各サーバコンピュータに取り付けることも可能であるが、非常に
単純なネットワーク以外の任意のネットワークに対しては、膨大な数のケーブルが必要と
なり得る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　従って、従来のシステムによって衝突する問題を乗り越えるために、ＫＶＭ拡張システ
ム内のビデオ同期信号の符号化のための受動ビデオ多重化方法および装置が、提案される
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明において、サーバコンピュータからのビデオ信号を受信し、それらの信号をロー
カルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、好ましくは、イーサネット（Ｒ）ＬＡＮを介してリ
モートユーザに提供するために、ラックインターフェイスポッド（ＲＩＰ）が提供される
。ＲＩＰから受信するアナログ信号は、アボセント（Ａｖｏｃｅｎｔ）ラックインターコ
ネクト（ＡＲＩ）ポートを介して、ビデオプロセッシングロジック、監視プロセッサ、Ｋ
ＶＭスイッチシステム、および、イーサネット（Ｒ）インターフェイス回路を含むラック
コネクションマネージャ（ＲＣＭ）に伝送される。複数のＡＲＩシステムは、ＲＣＭに接
続され、複数のネットワークサーバは、リモートユーザによって制御されることが意図さ
れており、それぞれのワイヤリングストリップ、または、ポッドエクステンションモジュ
ール（ＰＥＭ）によって各ＡＲＩに接続される。イーサネット（Ｒ）ＬＡＮに接続された
リモートユーザは、ＰＥＭを介して、複数のネットワークサーバの間から、特定のネット
ワークサーバを選択する能力を有する。リモートユーザはまた、ＲＣＭのＡＲＩポートに
直接接続される特定のネットワークサーバを選択することもできる。ＲＣＭ（以下に「Ｒ
ＣＭプロセッサ」または「デジタル化サブシステム」）内に位置する回路は、選択された
ネットワークサーバからのＫＶＭ信号をデジタル化し、そのデジタル信号を、イーサネッ
ト（Ｒ）ＬＡＮを介して、リモートユーザに伝送する。同様に、リモートユーザのＫおよ
びＭストロークは、イーサネット（Ｒ）ＬＡＮを介して、ＲＣＭプロセッサへ送られる。
ＲＣＭプロセッサは、ネットワークサーバがＰＥＭに接続されている場合には、続いて、
ＡＲＩおよびＰＥＭを介して、選択されたネットワークサーバへその信号を送る。リモー
トユーザのＫおよびＭストロークは、ＡＲＩポートを介して、ＡＲＩポートに直接接続さ
れたネットワークサーバへ、送られる。
【００１６】
　各ラックインターフェイスポッド（ＲＩＰ）は、それぞれのネットワークサーバに対し
て、ＫおよびＭ信号をエミュレートするプロセッサを含む。各ＲＩＰは、さらに、ネット
ワークサーバのビデオ信号が、ＰＥＭを介して、ＲＣＭへ送られるスイッチングのための
メカニズムを提供する。このビデオ信号をスイッチングする方法は、コモンモード（ＣＭ
）電圧の前後で、それぞれのネットワークサーバからの差動的なＲ、Ｇ、Ｂビデオ信号を
符号化することによって、実行される。具体的には、コモンモード電圧は、ネットワーク
サーバからアクティブなビデオ信号経路を選択するために、上がるか下がるかする。個々
（ＰＥＭ）は、さらに、本質的に二極多投ダイオードスイッチングシステムを形成する、
共通のスイッチされたディファレンシャルビデオチャネルへの各接続のために、ディファ
レンシャルビデオチャネルあたりにスイッチングダイオードのペアを含む。受信するバス
の終端において、コモンモードおよびディファレンシャルモード伝送の両方を提供するこ
とによって、各ビデオ信号チャネルは、各ネットワークサービスに関連するコモンモード
電圧を変化させることにより、スイッチがオン／オフされてもよい。それによって、それ
らのチャネルに関連するスイッチングダイオードを、前方に偏向させるか、逆に偏向させ
るかのどちらかである。ネットワークサーバが選択されない場合、その特定のサーバのビ
デオソースは、ＰＥＭに対して、ＲＩＰにおいてスイッチをオフにし、（ＰＥＭ）および
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ＲＣＭにおいて逆に偏向されたダイオードによって、任意の静電結合を排除する。
【００１７】
　本発明において、アナログロングインターコネクトポートは、ワークステーションに基
づくネットワークか、アナログインターネットプロトコルビデオ（ＩＶＰ）モジュールを
介した直接周辺結合によるネットワークのどちらかを介して、リモートユーザによるアク
セスを提供する。
【００１８】
　本発明の好ましい実施形態において、任意の数のユーザが、イーサネット（Ｒ）ＬＡＮ
上で通信し得、任意の数のサーバが、任意のユーザによってアクセスされ得る。好ましい
実施形態は、各ユーザが、任意の関連するサーバへのコンソールアクセスを達成できるよ
うにする一方で、無制限のスケーラビリティを提供する。
【００１９】
　１つの局面では、本発明は、キーボード、ビデオ、マウス（ＫＶＭ）サーバ管理システ
ムを提案する。本発明のサーバ管理システムは、ＫＶＭ信号を複数のリモートユーザワー
クステーションに伝達するネットワークポートを有する、複数のネットワークインターフ
ェイスを含む。リモートユーザワークステーションは、ネットワークに逆に接続され、キ
ーボードおよびマウス（Ｋ，Ｍ）信号を、それらに対応するネットワークポートを介して
、複数のサーバと接続させる。ＫＶＭサーバ管理システムは、リモートユーザワークステ
ーションと、複数のネットワークサーバの間からの選択ネットワークサーバとの間で、Ｋ
ＶＭ信号を通信させるためのスイッチを、さらに含む。
【００２０】
　別の局面では、本発明は、キーボード、ビデオ、マウス（ＫＶＭ）サーバ管理システム
においてビデオ信号をスイッチングする方法を提供する。前記方法は、複数のコモンモー
ド電圧の前後で、複数のネットワークサーバからの複数のビデオ信号チャネルを、差動的
に符号化するステップと、各ビデオ信号チャネルにおけるダイオードのペアを組み合わせ
るステップであって、各ダイオードのペアは、共通のディファレンシャルチャネルに接続
され、複数のビデオ信号チャネルの間でのスイッチするために制御される、ステップと、
複数のネットワークサーバの間から、選択ネットワークサーバからのビデオ信号を選択す
るステップとを含む。
【００２１】
　別の局面では、本発明は、キーボード、ビデオ、マウス（ＫＶＭ）拡張システム内のビ
デオ同期信号Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃを符号化する方法を提供する。前記方法は、Ｒ、Ｇ
、Ｂビデオ信号をそれぞれのコモンモード電圧信号の前後で、差動的に符号化するステッ
プであって、該コモンモード信号が、ビデオ同期信号の組み合わせの符号化された関数を
表わす、ステップと、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を差動的に駆動するするステップであって、
それらのそれぞれのコモンモード信号を除去できるようにし、その結果、（ｉ）各ディフ
ァレンシャルビデオ信号によって生成される交流は、正味ゼロであり、（ｉｉ）符号化さ
れた同期信号によって生成される交流は、正味ゼロである、ステップとを含む。
【００２２】
　さらなる別の局面では、本発明は、キーボード、ビデオ、マウス（ＫＶＭ）サーバ管理
システム内のビデオ同期信号を符号化する方法を提供する。前記方法は、複数のサーバか
らＫＶＭ信号を受信するための複数のインターフェイスポートを提供するステップであっ
て、各インターフェイスポートは、ディファレンシャルビデオチャネルを含む、ステップ
と、各ディファレンシャルビデオチャネルに対するスイッチングダイオードのペアを提供
するステップと、異なるビデオチャネルを、共通のディファレンシャルモードに多重化す
るステップと、各ディファレンシャルチャネルに対するそれらのそれぞれのコモンモード
信号の前後で、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を符号化するステップと、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号お
よびそれらのそれぞれのコモンモード信号を差動的に駆動するステップであって、コモン
モード信号が、ビデオ同期信号Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃそれぞれの関数を表わす、ステッ
プと、それぞれ各ディファレンシャルチャネルのコモンモード電圧を変化させ、かつ、そ
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れぞれのディファレンシャルチャネルを有効にするか、もしくは、無効にするために、前
方または逆にスイッチングダイオードを偏向させることによって、各ディファレンシャル
ビデオチャネルをスイッチングするステップと、コモンモード信号を、ビデオ信号から除
去し、かつ、オリジナルビデオ同期信号を抽出するように、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号を受信
する終端で、コモンモードおよびディファレンシャルモードの終端処理の両方を提供する
ステップとを含む。
【００２３】
　別の実施形態では、本発明は、ネットワークインターフェイスユニットと、サーバから
のネイティブＫＶＭ信号を、対応するラインを介して伝送するための中間フォーマットに
変換する少なくとも１つのスイッチと、対応するラインを介してスイッチに接続された複
数のサーバの間の選択サーバの間を、ＫおよびＭ信号を通信させるための少なくとも１つ
のインターフェイスポートとを有するＫＶＭサーバ管理システムに関する。各ラインは、
複数のワイヤを含み、各ワイヤは、１つのダイオードを含む。ここで、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号は
、複数のサーバの間からあるサーバを選択するために、カラーコンポーネントの１つに基
づくシンクオングリーン符号化を利用して、それらのそれぞれのコモンモード電圧信号の
前後で符号化される。
【００２４】
　最後に、本発明は、アナログロングインターコネクト（ＡＬＩ）によって提供されるＫ
ＶＭ信号とインターフェイスするステップであって、すなわち、各コモンモード信号で符
号化されたビデオ同期を有する差動的に駆動されたＲ、Ｇ、Ｂビデオと、拡張された距離
バージョンのＫＶＭチャネルとがインターフェイスするステップと、拡張されたケーブル
配線におけるＲ、Ｇ、Ｂチャネル信号上の伝送損失のための訂正周波数補正を提供するス
テップとの方法を、従来技術で述べられるように、提供する。さらに、本発明は、複数の
ケーブル配線拡張の間を多重化するステップと、ネットワークインターフェイスを介して
、リモートユーザにインターフェイスするステップとを含む。
（発明の詳細な説明）
　ここで図１２を参照すると、本発明の受動ビデオ多重化および拡張システムの概略の表
現が示される。システム１００は、リモートユーザ１１２が通信するように接続された企
業ＬＡＮ１１０を含む。好ましい実施形態では、企業ＬＡＮは、広域エリアネットワーク
（ＷＡＮ）、すなわち、例えば、インターネット、もしくは、任意のほかのネットワーク
タイプのようなパケット交換ネットワークであり得る。本発明は、リモートユーザ１１２
がＬＡＮ１１０を介してサーバ１２２と通信し得るような２つの経路を提供する。１つの
経路は、ＬＡＮ１１０を介して、ＲＣＭ１１６およびさらにサーバ１２２へつながるイン
ターネットプロトコルビデオ（ＩＰＶ）モジュール１１４である。１つの実施形態では、
ネットワークサーバ１２２は、ＲＣＭ１１６へ直接接続されてもよい。別の実施形態では
、ネットワークサーバ１２２は、ＰＥＭ１２０を介して接続される。２番目の経路は、直
接、ＬＡＮ１１０から、ＲＣＭ１１６とさらにサーバ１２２への経路である。
【００２５】
　インターネットプロトコルビデオ（ＩＰＶ）モジュール１１４を介して通信する場合、
リモートユーザ１１２によって生成されたキーボードおよびマウス（ＫＭ）信号は、ＩＰ
Ｖモジュール１１４で受信される。簡単のために、単一のＩＰＶモジュールおよび単一の
リモートユーザが示されるが、本発明の範囲では、それらの数はもっと多くてもよい。Ｉ
ＰＶモジュール１１４は、さらに、複数の入力ポート１１３と、ＫＶＭローカルアクセス
ポート１１１とを含む。ＩＰＶモジュール１１４の各入力ポートは、ラックコネクション
マネージャ（ＲＣＭ）１１６、または、アボセントロングラインインターコネクト（ＡＬ
Ｉ）送信器（示されない）に接続されてもよい。ＲＣＭ１１６は、図１６に示されるよう
なビデオ受信回路を含む。図１２の例示的な実施形態では、２つのＲＣＭ１１６、１１６

ａのみが、ＩＰＶ１１４に接続されるように示されている。実際は、各ＩＰＶは、最大総
数８つのＲＣＭまでの接続を提供することができる。
【００２６】
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　各ＲＣＭ１１６は、ＫＶＭローカルアクセスポート１１５、アボセントロングインター
コネクト（ＡＬＩ）ポート１１８、ＬＡＮポート１１９、および、複数の入力ポート１１
７を含む。各入力ポート１１７は、ＰＥＭ１２０、または、サーバ１２２へ接続すること
ができる。複数のネットワークサーバ１２２は、ＰＥＭワイヤリングストリップ１２０の
それぞれのポートへ接続され得る。ワイヤリングストリップ１２０の各ポートは、図１５
に示されるようなディファレンシャルダイオード１５１、１５２の複数のペアを有するス
イッチング回路１５０を含む。図１２の例示的な実施形態では、各ワイヤリングストリッ
プ１２０は、９つのポート（１２０１～１２０９）を含むように示される。ポート１２０

１～１２０８からの信号は、ポート１２０９において結集し、ＲＣＭ１１６内に組み込ま
れた受信回路（図１６）へ転送される。
【００２７】
　図１３を参照すると、各ネットワークサーバ１２２は、ラックインターコネクトカード
（ＲＩＣ）インターフェイスカード９０を含み、本明細書においては、図８において示さ
れるようなＲＩＣ／ドーターカードを参照として援用する。各ネットワークサーバ１２２
はまた、ネットワークサーバ１２２からのビデオ信号を受信し、そのビデオ信号を、ロー
カルエリアネットワーク（ＬＡＮ）（好ましくは、イーサネット（Ｒ）ＬＡＮ）を介して
、リモートユーザに伝達するために、ＲＩＰ７０（図７）を含んでもよい。ＲＩＰ内の回
路の詳細は、本明細書中で、図１４に関連して説明される。ＲＩＣ９０は、ＫＶＭビデオ
信号をリモートユーザ１１２に送信するための送信回路（図１８）を含む。例えば、巨視
的に観ると、リモートユーザ１１２からネットワークサーバ１２２へ情報を伝達するため
のシステムは、リモートユーザからの信号を受信するために、ＬＡＮ１１０に接続するＩ
ＰＶモジュール１１４を含む。ＲＣＭ１１６は、ＩＰＶ１１４に接続し、ワイヤリングス
トリップ１２０は、ＲＣＭ１１６と、それぞれのワイヤリングストリップ１２０に接続す
る複数のネットワークサーバとに接続する。ＩＰＶ１１４、ＲＣＭ１１６、および、ワイ
ヤリングストリップ１２０は、リモートユーザ１１２およびネットワークサーバ１２２の
中間の媒体として作用する。
【００２８】
　動作では、ＩＰＶ１１４は、ＬＡＮ１１０を介して、リモートユーザ１１２から、ＫＭ
信号を受信し、アボセントロングラインインターコネクト（ＡＬＩ）１１３を介して、Ｒ
ＣＭ１１６から、ＫＶＭ信号を受信する。ＩＰＶ１１４によって受信されたＡＬＩ、ＫＶ
Ｍ信号は、ＲＣＭに設置されたプロセッサ（以下では「ＲＣＭプロセッサ」）（９２）に
よって、ＲＣＭにおいて処理されたものである。リモートユーザ１１２は、複数のＲＣＭ
入力ポート１１７に接続された複数のワイヤリングストリップ１２０を介して、複数のネ
ットワークサーバ１２２の間で、特定のネットワークサーバを選択することができる。Ｒ
ＣＭプロセッサ９２は、選択的に、ネットワークサーバ１２２から送信されるビデオ信号
を処理し、ＡＬＩポート１１８、ＩＰＶ１１４、および、ＬＡＮ１１０を介してリモート
ユーザに信号を送信する。同様に、リモートユーザのＫおよびＭストロークは、ＬＡＮ１
１０を介してＩＰＶ１１４へ、次に、ＡＬＩ１１８を介してＲＣＭ１１６プロセッサへ、
送られる。ＲＣＭプロセッサ１１６は、続いて、ワイヤリングストリップ１２０へプラグ
接続されたそれぞれのネットワークサーバへ信号を転送するために、信号を処理する。各
ネットワークサーバ１２２に設置されたＲＩＣ９０は、それぞれのネットワークサーバに
対して、ＫおよびＭ信号をエミュレートする。ＲＩＣ９０は、さらに、コモンモード電圧
の前後で、それぞれのネットワークサーバ１２２からのＲ、Ｇ、Ｂ信号を符号化すること
によって、ビデオ信号をスイッチする能力を有する。コモンモード電圧は、ネットワーク
サーバ１２２からのビデオ信号を選択するために、上がるか下がるかする。
【００２９】
　別の実施形態では、ユーザ１１２とサーバ１２２との間の通信は、ＡＶＩ１１４をバイ
パスし、ＬＡＮ１１０およびＲＣＭ１１６を介して、実行される。しかし、本発明の動作
は、ＡＶＩ１１４を有する実施形態の動作に類似する。
【００３０】
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　本発明の実施形態は、サーバ１２２へＲＩＣを組み込むか、または、上述のように、サ
ーバ１２２のＫＶＭコネクタに、外部的にＲＩＰを接続することによって、等しく実施可
能である。
【００３１】
　ビデオオン、および、ビデオオフ信号を作動させるためのコモンモード信号方法は、Ｈ
およびＶ同期コーディング方法論の拡張である。図１２に示されるシステムがどのように
動作するかを示すために、以下に様々な回路図が説明される。ＲＣＭは、ワイヤリングス
トリップ１２０を介して選択された様々なサーバ（各々が図７～９に示されるようなＲＩ
Ｃ／ＲＩＰを有する。）からの（ＫＶＭ信号）を検知し、デジタル化するプロセッサ９２
を含む。ＲＣＭ１１６に存在するスイッチは、ＡＩ入力１１７に接続された複数のＲＩＣ
／ＲＩＰおよびＰＥＭ信号の間からのどのビデオ信号をデジタル化し、イーサネット（Ｒ
）ＬＡＮ１１０を介してリモートユーザ１１２に送るべきかを、選択する。同様に、リモ
ートユーザのＫ、Ｍストロークは、イーサネット（Ｒ）ＬＡＮ１１０を介して、ＲＣＭプ
ロセッサ９２へ送られる。ＲＣＭプロセッサ９２は、ワイヤリングストリップ１２０にプ
ラグ接続されたサーバ１２２へ、その信号を送信する。ＲＣＭプロセッサ９２はまた、Ｋ
、Ｍストロークを、ワイヤリングストリップ１２０を通過することなしに、直接サーバ１
２２へ伝達させてもよい。ＲＩＣ／ＲＩＰ９０、７０は、それらがインターフェイスする
それぞれのサーバに対して、それぞれ、ＫおよびＭ信号をエミュレートする。ＲＩＣ／Ｒ
ＩＰ９０、７０は、さらに、どのサーバのビデオが、ワイヤリングストリップを介して、
ＲＣＭへ送られるかをスイッチングするためのメカニズムを提供する。これは、ビデオに
おけるコモンモード（ＣＭ）電圧を、上げるか下げるかすることによって達成される。あ
る特定のサーバが選択されない場合、その特定のサーバは、ＲＣＭへ順方向に結合するこ
と（ｆｏｒｗａｒｄ　ｃｏｕｐｌｉｎｇ）によって、そのビデオソースのビデオ情報部分
を、オフにする。その結果、ワイヤリングストリップ（ＰＥＭ）１２０に存在する寄生性
の静電結合（ｐａｒａｓｉｔｉｃ　ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｃｏｕｐｌｉｎｇ）が原因と
なって、干渉は誘発されず、それによって、ビデオノイズを排除される。
【００３２】
　上述のように、ネットワークサーバＲＩＰは、ＲＣＭシステムＡＩ入力に、直接接続さ
れてもよい。サーバ自体をＲＣＭ入力に接続する目的は、例えば、それぞれのサーバの重
要性、接続されたサーバへのアクセスをブロックするかブロックしないかの必要性、およ
び、ユーザによって決定されるような特定のサーバに対する所望のアクセサビリティの程
度に基づく。
【００３３】
　ワイヤリングストリップは、短距離イントラ／インターラックシングル（ｓｈｏｒｔ　
ｈａｕｌ　ｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ　ｒａｃｋ　ｓｉｎｇｌｅ）カテゴリー５（ＣＡＴ５
）ケーブルＫＶＭ接続インターフェイスを定義する。このインターフェイスは、以下のよ
うに、４つのカテゴリー５（ＣＡＴ５）ワイヤペアにおいて実装される。
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ　＋
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ　－
 
Ｇｒｅｅｎ　Ｏｕｔ　＋
Ｇｒｅｅｎ　Ｏｕｔ　－
 
Ｂｌｕｅ　Ｏｕｔ　＋
Ｂｌｕｅ　Ｏｕｔ　－
 
Ｃｏｍｍａｎｄ　＋
 
Ｒｅｔｕｒｎ
　コマンドワイヤは、ＲＣＭとＲＩＣ／ＲＩＰとの間の半二重、マルチドロップ、非同期
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性のデータ接続である。この接続は、所与のＲＣＭ　ＡＩポートにおいて、アクティブな
ＲＩＰまたはＲＩＣを制御し、ＲＣＭとアクティブなＲＩＰとの間を、キーボード（Ｋ）
およびマウス（Ｍ）情報を送って、利用される。さらに、この経路は、ＲＩＰソフトウェ
アのアップグレードをも支持する。
【００３４】
　ここで、図６を参照すると、本発明の実施形態に応じた、ラックインターコネクトシス
テム／ワイヤリングストリップ１２０が示される。このシステム１２０は、仮想的に無制
限な数の単一のラック内のコンピュータとの接続を提供するために、拡張されてもよい。
このシステムは、さらに、アナログＫＶＭに対して、単一のＣＡＴ５相互接続を提供する
。ワイヤリングストリップ１２０は、８つのラックインターコネクション入力１２０１～
１２０８と、出力１２０９を含む。ワイヤリングストリップ１２０は、ＫＶＭスイッチ、
サーバ、および、別のワイヤリングストリップとインターフェイスすることができる。
【００３５】
　ここで、図１０を参照すると、複数のインターコネクト入力１１７、ローカルアクセス
のためのＫＶＭポート１１５、ＡＬＩポート１１８、および、１００ｂａｓｅ－Ｔイーサ
ネット（Ｒ）ＬＡＮポート１１９を有する、図１２に示されるような、例示的なラックコ
ネクションマネージャ（ＲＣＭ）１１６が示される。ポート１１９は、サーバ１２２への
サーバコンソールアクセスか、もしくは、ＲＣＭへの管理およびメンテナンス情報の通信
のためか、または、ＲＣＭおよびＲＩＣ／ＲＩＰソフトウェアをアップデートするために
、リモートユーザ１１２によって利用され得る。上述したように、ＲＣＭ１１６は、ＲＣ
Ｍプロセッサと、マトリクススイッチ／スイッチングサブシステム９４とを含む。ＲＣＭ
１１６は、干渉なく、ＬＡＮ１１０を介して、多重式同時式ユーザへのアクセスを提供す
る。ワイヤリングストリップ１２０（図６）およびネットワークサーバ１２２は、ＲＩＣ
およびＲＩＰ（図１３）を介して、任意の組み合わせで、ＲＣＭ１１６のＡＲＩ入力１１
７に接続され得る。ＡＲＩ入力１１７の詳細は、図１６に関連して説明される。図１０Ａ
は、図１０で識別される、ＲＣＭの分解図を示す。
【００３６】
　図１１に関連して、例示的なアナログＩＰビデオ（ＩＰＶ）モジュール１１４が示され
る。ＩＰＶモジュールは、ユーザ間の干渉なしに、多重式ユーザへのアクセスを提供する
。ＩＰＶモジュールは、ＶＧＡ、ＰＳ－２キーボード、および、マウス接続を含む１つの
ローカルＫＶＭ入力ポート１１１を含む。ＩＰＶモジュールは、ポート１１３を介して、
多重式同時式デジタルＫＶＭオーバーＩＰ接続をも支持する。ＩＰＶモジュール１１４は
、さらに、ＩＰＶモジュールへの全ての入力に対して、単一のＬＡＮ　ＩＰ接続を提供し
、例えば、ネットワークサーバ１２２の選択、サーバ１２２コンソール操作、および、Ｉ
ＰＶ構成および管理機能のようなアクションを支持する。ＩＰＶモジュール１１４は、さ
らに、最長３００メーターまでのＵＴＰランに対するＡＬＩ入力信号への歪み補正を提供
する。
【００３７】
　ここで図１３を参照すると、本発明の実施形態に従った、サーバ１２２の例示的な概略
的なブロック図が示される。図１２に示される各サーバ１２２は、マザーボードおよびＲ
ＩＣ９０を含む。他のコンポーネントは、簡単のために示されないが、サーバ１２２内に
存在してもよい。サーバ１２２は、ラックインターコネクトＰＣＩカードを有する標準の
ＰＣであり得る。ラックインターコネクトＰＣＩカードは、サーバ１２２が、ＲＣＭおよ
びネットワーク１１０を介して、リモートユーザ１１２と通信するのを可能にする。ネッ
トワーク１１０は、ＬＡＮまたは他のネットワークであり得、イーサネット（Ｒ）、ＩＰ
／ＴＣＰＩＰ、または、他のデータプロトコルに、任意のプロトコルの制限なく準拠し得
る。サーバ１２２は、ＲＩＣにおいて実行され、マザーボード１２４においてキーボード
およびマウスポートに接続される、キーボードおよびマウスのエミュレーションから、キ
ーボードおよびマウス命令を受信する。さらに、マザーボード１２４からのビデオ、キー
ボード、および、マウス信号は、ＲＩＣ９０を介して、ＲＣＭ１１６へ送られる。
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【００３８】
　図７～９は、サーバコンソールインターフェイスへのアクセスを達成するための様々な
代替の実施形態を示す。図７は、サーバへの外部接続を提供するためのラックインターフ
ェイスポッド（ＲＩＰ）を示す。図８は、サーバのマザーボードに直接備え付けられるよ
うに設計されたドーターカードを示す。ドーターカードは、サーバシステム内で利用可能
なマザーボードメンテナンス信号の完全組み込みを提供する。図９は、サーバパワー制御
へのアクセスおよび他のメンテナンス特性を提供することも可能なラックインターコネク
トＰＣＩカード実施形態を示す。
【００３９】
　図１４は、ＲＩＰ７０内部に存在する、様々なサブシステムの概略図１４０を示す。概
略図１４０は、全てＲＩＰ７０内に設置された、それぞれのネットワークサーバ１２２か
らのビデオ（Ｖ）、キーボード（Ｋ）、および、マウス（Ｍ）信号を受信するための複数
のインターフェイスポート、マイクロプロセッサ１４４、データリンクトランシーバサブ
システム１３１、および、送信回路１３０を含む。プロセッサ１４４は、Ｖｂｉａｓ、Ｈ

ｓｙｎｃ、および、Ｖｓｙｎｃ信号２０４、２０５、２０６を結合して、それぞれ、図２
０に示されるようなコモンモード信号を生成するために、スイッチング機能を制御する。
【００４０】
　図１５を参照して、例示的なスイッチング回路１５０が示される。スイッチング回路１
５０は、共通のディファレンシャルペアのスイッチされたワイヤバスへの各接続のために
、ディファレンシャルペアあたり、複数のダイオード１５１、１５２を有する。スイッチ
ング回路１５０は、ワイヤリングストリップ１２０の各ポート内に設置され、ワイヤリン
グストリップ１２０の詳細は、図１２に関連して上述されたとおりである。受信するバス
の終端で、コモンモードおよびディファレンシャルモードの終端処理の両方を提供するこ
とによって、個々のダイオード接続は、ネットワークサーバ１２２に関連したコモンモー
ド電圧を変化させることにより、オン／オフされる。この形式では、ネットワークサーバ
１２２からのビデオは、アクティブなスイッチングエレメントなしで、スイッチされる。
むしろ、コモン電圧は、ネットワークサーバ１２２からのビデオ信号を選択するために、
上がるか下がるかする。
【００４１】
　別の実施形態では、シングルエンドペアに対して、コンポジットシンクオングリーン符
号化技術は、同期処理のために利用される。ここで、ＨおよびＶ信号は、コンポジットシ
ンク信号へ結合される。コンポジットシンク信号は、さらに、グリーンビデオチャネルに
結合される。この符号化技術は、複数のネットワークサーバの間で、あるネットワークサ
ーバ１２２を選択するために利用される。簡単のために、シンクオングリーン符号化技術
の詳細は、本明細書中で説明しない。
【００４２】
　ここで図１６を参照して、ＲＣＭ１１６（図１２）内に設置される例示的な受信回路１
６０が示される。受信回路は、明確にするために、単一のカラーコンポーネントチャネル
を含むように示される。各Ｒ、Ｇ、Ｂチャネルが、各ＲＣＭ１１６内のそのような各受信
回路を含むことが理解される。図１７は、ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号用のデコーダ
を実装する回路の詳細を開示する。ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号は、コモンモード信
号に結合され、その結果、図１８に示されるようなダイオードの多重化という目的のため
に、符号化されたコモンモード同期信号を有するディファレンシャル出力を生成する。差
動的な受信器１７１、１７２は、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオコンポーネントと、図１５に示される
ディファレンシャルスイッチングダイオードを制御するために利用されるＤＣコモンモー
ド電流との両方を拒絶するＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号を復号化するために利用され
る。
【００４３】
　図１８は、例示的なラックインターコネクト回路チャネルビデオ送信回路１３０の詳細
を示す。概略図は、符号化されたコモンモード同期信号を有するディファレンシャル出力
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を示し、コモンモードは、ダイオードの多重化のための信号を有効にする。上述のように
、ビデオ送信回路１３０は、各ＲＩＰ７０内に設置される。送信回路１３０は、イネーブ
ルスイッチ１３２と、それぞれＲ、Ｇ、Ｂチャネルに対するディファレンシャルビデオド
ライバユニット１３３、１３４、１３５とを含む。各ビデオドライバユニットは、ディフ
ァレンシャルビデオドライビング回路を含む。各ディファレンシャルビデオドライバユニ
ットは、例えば、スイッチされたＲ、Ｇ、Ｂ信号のようなシングルエンドビデオを受信し
、その受信した信号を、各ビデオドライバユニット１３３、１３４、１３５の「＋」およ
び「－」出力で駆動されるように、ディファレンシャルビデオ信号へ変換する。Ｒ、Ｇ、
Ｂペアは、Ｒ、Ｇ、Ｂビデオ信号と、ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号に含まれるビデオ
同期信号とのための差動的な経路を提供する。各Ｒ、Ｇ、Ｂ信号は、コモンモード電圧の
前後に集中される。コモンモード電圧は、イネーブルスイッチ１３２から出る各Ｒ、Ｇ、
Ｂチャネルと、拡張されたＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ値とに対するイネーブル電圧の累
積として、定義される。ビデオドライバ出力から提供される電圧は、以下のようになる。
有効
 
Ｇｒｅｅｎ　Ｏｕｔ＋＝（Ｇｒｅｅｎ＋Ｖｂｉａｓ－Ｖｓｓｉｇ）ボルト
Ｇｒｅｅｎ　Ｏｕｔ－＝（－Ｇｒｅｅｎ＋Ｖｂｉａｓ－Ｖｓｓｉｇ）ボルト
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ＋＝（Ｒｅｄ＋Ｖｂｉａｓ＋Ｖｓｓｉｇ／２－Ｈｓｓｉｇ）ボルト
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ－＝（－Ｒｅｄ＋Ｖｂｉａｓ＋Ｖｓｓｉｇ／２－Ｈｓｓｉｇ）ボルト
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ＋＝（Ｒｅｄ＋Ｖｂｉａｓ＋Ｖｓｓｉｇ／２＋Ｈｓｓｉｇ）ボルト
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ－＝（－Ｒｅｄ＋Ｖｂｉａｓ＋Ｖｓｓｉｇ／２＋Ｈｓｓｉｇ）ボルト
 
ここで、Ｖｓｓｉｇ＝拡張された垂直同期信号の表示
Ｈｓｓｉｇ＝拡張された水平同期信号を表示
Ｖｂｉａｓ＝一定のオフセット
 
無効
 
Ｇｒｅｅｎ　Ｏｕｔ＋＝０ボルト
Ｇｒｅｅｎ　Ｏｕｔ－＝０ボルト
 
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ＋＝０ボルト
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ－＝０ボルト
 
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ＋＝０ボルト
Ｒｅｄ　Ｏｕｔ－＝０ボルト
　従って、例えば、スイッチされたＲ信号が、「ｘ」ボルト増加した場合、ビデオドライ
バ１３３の「＋」出力が、「ｘ」ボルトに比例して増加し、「－」出力が、「ｘ」ボルト
に比例して減少する。このプロセスは、スイッチされたＧ、および、スイッチされたＢ入
力に対して、同様に適用される。
【００４４】
　従って、３つのＲ、Ｇ、Ｂディファレンシャル出力のいずれか１つのコモンモード電圧
における任意の変化に対して、その他の出力の１つは、等しく、かつ、逆に変化する。こ
れらの変化が発生する結果、カテゴリー５（ＣＡＴ５）ケーブルにおけるドライバユニッ
ト１３３、１３４、１３５によって生成される交流の累積は、符号化された同期信号のた
めに、ゼロになる。こうした要求は、信号ノイズおよび放射を防ぐ一方、信号のバランス
を保つために、必要となる。さらに図１８を参照すると、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号は、ネットワー
クサーバ（図１２）から、イネーブルスイッチ１３２において受信され、ビデオイネーブ
ル信号は、プロセッサと、またＲＩＰ７０内に含まれるスイッチング回路１３２とからも
、受信される。Ｒ、Ｇ、Ｂ信号は、それぞれのビデオドライバ１３３、１３４、１３５の
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ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号に、それぞれ結合される。最初の方で述べたように、Ｒ
、Ｇ、Ｂ信号をＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号と結合する回路は、ＲＩＰ７０内に含ま
れる各ビデオドライバユニットに存在する。
【００４５】
　ここで図１９を参照すると、ダイオードでスイッチされたビデオ電流経路に対する例示
的な回路図が示される。回路図は、２つの送信器を図示し、各送信器はＲＩＰ７０（図７
）からのチャネルを表わす。図１９は、具体的に、別のＲＩＰ７０に設置された２つの異
なる送信器からのレッドチャネルの例示的なモデルを示す。ライティングストリップは、
ディファレンシャルビデオ信号のためのダイオードスイッチングを提供し、接続されたＲ
ＩＣ／ＲＩＰの間のコマンド接続に対する、スプリッタ／コンバイナ動作を実行する。こ
の例示的な図では、ＶＩＤＥＯ＿ＩＮは、簡単のために、単一の入力として示される。し
かし、Ｒ、Ｇ、および、Ｂ信号が、各送信器１３０に関連して表示される各ＶＩＤＥＯ＿
ＩＮに対応することが、理解される。図２０において示されるように生成されるコモンモ
ード信号は、例示的なバッファおよび加算ノードを介して、ＶＩＤＥＯ＿ＩＮ信号に結合
される。結合されたコモンモードおよびＶＩＤＥＯ＿ＩＮ信号は、ソースエンドターミネ
ーション１９５を通過し、ワイヤリングストリップのダイオード「ｄ」を通過し、ワイヤ
リングストリップ１２０（図１２）のポート１２０９で、一緒に加算される。ビデオ信号
は、ＲＣＭ１１６に設置された受信器（図１６）において、受信される。
【００４６】
　動作においては、例えば、誰かが、送信器１におけるコモンモード（ＣＭ）電圧をＯＮ
状態にし、同期（ｓｙｎｃ）信号をＣＭ電圧信号上に置き、送信器２におけるＣＭ電圧を
「ゼロ」にし、そのビデオをＯＦＦにした場合、送信器２は、ＯＦＦになり、送信器２に
関連するワイヤリングストリップ１２０のダイオード「ｄ」は、ワイヤリングストリップ
１２０のバスから逆に偏向され、除去される。従って、ワイヤリングストリップ１２０を
介したアクティブなビデオ信号のスイッチングは、インアクティブなチャネルに関連する
ダイオード「ｄ」を逆に偏向する一方で、アクティブなチャネルに関連したダイオード「
ｄ」を介して電流を流すことによって、達成される。インアクティブなＲＩＰ７０のアク
ティブなビデオドライブをオフにスイッチすることを伴うこのスイッチングメカニズムは
、効果的に、ダイオードの容量が原因で、不要なビデオが「流れ出る」ことを妨げ、それ
によって、インアクティブなＲＩＰケーブル配線からの伝送回線スタブ効果を排除する。
【００４７】
　図２３は、ブレードサーバアーキテクチャで利用されるダイオードでスイッチされるビ
デオ電流経路の別の例示的な実施形態を示す。熟練者には、多重化サーバ（もしくは、「
ブレード」）が共通のバックプレーンに接続された、公知のブレードサーバアーキテクチ
ャおよびそれらの動作が、理解される。本発明は、例えば、図２３に示されるようなブレ
ードアーキテクチャにおいて、適用される。
【００４８】
　図１９および図２３の比較から、ブレードアーキテクチャシステム（図２３）の構造お
よび動作は、ワイヤリングストリップの実施形態（図１９）と一致することが、理解でき
る。実際、図１９のシステムの動作についての上述の記述は、図２３のシステムに関連し
て、等しく適用され、ここで再び援用される。ブレードアーキテクチャでは、送信器（図
１９）は、ワイヤリングストリップではなく、バックプレーン（図２３）にプラグ接続さ
れるカードと置き換えられる。そうでない場合は、動作は一致する。２枚のカードのみが
、図２３に示されるが、バックプレーンが物理的に適合する（封着を含む）のと同数のも
のが、描かれる。同様に、図２３のアーキテクチャは、１つだけしか示されていないが、
バックプレーン上の受信器の数について、制限はなされない。
【００４９】
　図２３に示されるように、ダイオードスイッチは、バックプレーン自体に設置される。
ＲＩＰは、好ましくは、ブレード内に設置される。
【００５０】
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　図２３における参照番号１９０Ａ～１９５Ａ、１３０Ａ、１２０Ａ、および、１６０Ａ
は全て、それぞれ全体として機能と動作と残りのアーキテクチャの関係において、図１９
において、それらが対応する番号１９０～１９５、１３０、１２０、および、１６０に対
応する。
【００５１】
　ここで図２０を参照すると、ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号をコモンモード信号と結
合するための例示的な回路図が示される。回路２００は、抵抗加算ノード２０１、２０２
、２０３、および、Ｖｂｉａｓ（イネーブル電圧）を含む。ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ

信号は、それぞれのコモンモード電圧を生成するために、各Ｒ、Ｇ、Ｂ信号のためのイネ
ーブル電圧と結合する。
【００５２】
　一旦、ビデオ信号が、ＲＣＭ１１６によって受信されると、それらのビデオ信号は、デ
ジタル化され、そのビデオの変更は、ビデオのスクリーンとスクリーンとの変更をモニタ
リングし、リモートユーザ１１２によって、イーサネット（Ｒ）ＬＡＮ１１０を介して、
その変更をトラッキングすることによって、観測される。
【００５３】
　図２１には、ＨｓｙｎｃおよびＶｓｙｎｃ信号の関数として、コモンモードＲ、Ｇ、Ｂ
信号の関連を示す例示的なプロットが描かれる。描かれた例示的なプロットからわかるよ
うに、ＣＭグリーンのＡＣコンポーネントは、Ｖｓｙｎｃを反転したように示される。Ａ
ＣコンポーネントＣＭブルーは、１／２Ｖｓｙｎｃ－Ｈｓｙｎｃのように示される。ＡＣ
コンポーネントＣＭレッドは、１／２Ｖｓｙｎｃ＋Ｈｓｙｎｃのように示される。
【００５４】
　図２２は、Ｒ、Ｇ、Ｂ、コモンモード（ＣＭ）信号を介して、送信器から受信器への交
流の累積が、ゼロに等しいことを示す例示的なプロットを描く。プロットで示されたオー
バーレイされたコモンモード同期信号は、図２１に示されるようなコモンモード同期信号
を表わす。コモンモードリターン電流は、Ｒ、Ｇ、および、Ｂドライバから受信器へ流れ
る全てのＣＭ電流の累積である。従って、リターン信号以下のコモンモード同期電流およ
びイネーブル電流の累積は、ゼロに等しい。
【００５５】
　本発明のビデオをスイッチングする方法は、安価であり、さらに、サーバ管理を扱う際
に、柔軟性を提供する。例えば、８ｘ１多重化、または、Ｎ倍８ｘ１多重化は、スイッチ
ングエレメントを必要とするパワーソースなしで、可能となる。本発明のシステムは、低
電力消費であり、サーバラックシステムに効果的に配置される。さらに、いくらかのライ
ティングストリップは、ラック内に備え付けられ、続いて、ライティングストリップ出力
は、管理上の目的のために、別のラックのＲＣＭへルーティングされ得る。
【００５６】
　現在のところ最も実用的であり、かつ、好ましい実施形態と考えられるものと関連して
本発明が説明されたが、本発明は、開示された実施形態に限定されず、逆に、添付の特許
請求の範囲の意図と範囲との中に含まれる様々な改良、および、同等の改変をもカバーす
ることが意図されていることが、理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】図１は、リモートユーザを複数のネットワークサービスと相互接続する従来のア
プローチを示す。
【図２】図２は、リモートユーザを複数のネットワークサービスと相互接続する従来のア
プローチを示す。
【図３】図３は、リモートユーザを複数のネットワークサービスと相互接続する従来のア
プローチを示す。
【図４】図４は、リモートユーザを複数のネットワークサービスと相互接続する従来のア
プローチを示す。
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【図５】図５は、リモートユーザを複数のネットワークサービスと相互接続する従来のア
プローチを示す。
【図６】図６は、本発明の例示的な実施形態に応じた、例示的なＰＯＤ拡張モジュール（
ＰＥＭ）（ライティングストリップ）を示す。
【図７】図７は、本発明の例示的な実施形態に応じた、例示的なラックインターフェイス
ポッド（ＲＩＰ）、すなわち、ネットワークと外部接続させるデバイスを示す。
【図８】図８は、本発明の例示的な実施形態に応じた、ＲＩＰの回路基板図を示す。
【図９】図９は、本発明の例示的な実施形態に応じた、ネットワークサーバパワー制御お
よびメンテナンス特性へアクセスを達成するために用いられる、ＲＩＣ（ラックインター
コネクト）ＰＣＩカードの側面図を示す。
【図１０】本発明の例示的な実施形態に応じた、ラックコネクションマネージャ（ＲＣＭ
）の背面図を示す。
【図１０Ａ】図１０Ａは、図１０で識別されるようなＲＣＭの詳細で例示的な図を示す。
【図１１】図１１は、本発明の例示的な実施形態に応じた、アナログＩＰビデオモジュー
ルの背面図を示す。
【図１２】図１２は、本発明の例示的な実施形態に応じた、受動ビデオ多重化および拡張
システムの構成例を示す。
【図１３】図１３は、本発明の例示的な実施形態に応じた、サーバ例の概略的なブロック
図を示す。
【図１４】図１４は、本発明の例示的な実施形態に応じた、ＲＩＰ回路ブロック図を示す
。
【図１５】図１５は、本発明の例示的な実施形態に応じた、ダイオードディファレンシャ
ルペアを含むワイヤリング回路であって、ＰＥＭに位置し、それぞれのワイヤリングスト
リップの一部に関連した、例示的なワイヤリング回路を示す。
【図１６】図１６は、本発明の例示的な実施形態に応じた、単一のチャネルのための例示
的な受信回路を示す。
【図１７】図１７は、本発明の例示的な実施形態に応じた、コモンモード信号からのＨｓ

ｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃを復号化するための例示的な回路を示す。
【図１８】図１８は、本発明の例示的な実施形態に応じた、ラックインターコネクトチャ
ネル（ＲＩＣ）ビデオ伝送回路を示す。
【図１９】図１９は、本発明の例示的な実施形態に応じた、受信回路を含むラックインタ
ーコネクトチャネル（ＲＩＣ）回路を示す。
【図２０】図２０は、本発明の例示的な実施形態に応じた、準差動的な態様で符号化され
たビデオ同期信号を有するＲＩＣコモンモード電流経路を示す。
【図２１】図２１は、本発明の例示的な実施形態に応じた、Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ信号
の関数のようなコモンモードレッド、グリーン、ブルー同期信号のためのプロットを示す
。
【図２２】図２２は、本発明の例示的な実施形態に応じた、送信器から受信器への電流の
累積を表わすプロットを示す。
【図２３】図２３は、ブレードサーバアーキテクチャへ組み込まれたラックインターコネ
クトチャネル回路の代替の例示的な実施形態を示す。
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